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要旨：
研究目的：女性にとってのライフプランの背景にあるものと意味を明らかにする。方法：研究デザイン；
質的な因子探索型研究、対象；Ｂ地域子育て学習・支援センターに来所された、末子が 1 歳頃までの時期
にある女性 10 名，倫理的配慮：倫理審査委員会の承認を得てその基準に従って実施。結果・考察：対象
の平均年齢は 29.9 歳（24 ～ 41）であった。結婚前について対象者が語った内容からはライフプランに影
響している要因を表していると思われる 4 つのライフプランの背景にあるものと意味を表すテーマが，結
婚・妊娠・出産を経験してみた後では 7 つのライフプランの背景にあるものと意味を表すテーマが分析さ
れ，結婚前は、性別役割分業意識から抜け出せないまま，また周囲からもそういうプレッシャーを受けな
がら，社会全体に浸透している「個人化」の価値観とのせめぎあいの中で苦悩している姿が浮き彫りになっ
た。結婚後は、予想外であったり、思い通りにならない経験を積みながら、自分の選んだ人生を肯定的に
受け止め、折り合いをつけ、新たな発見をしながら成長していた。結論：今後のライフプランニング教育
に生かしていくべき課題が明確になり，今の社会であるからこそ求められる助産について考える大きな示
唆も得られた。
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I．序論
　正岡（1994）は，戦中及び戦後においては，あ
る特定年齢（男性 28 歳，女性 24 歳）で結婚する
ことを要求する社会規範があったと述べている。
即ち成人すれば結婚するのは当たり前の社会で
あった。しかし，平均初婚年齢は現在（2013 年），
夫 30.9 歳，妻 29.3 歳と上昇傾向が続いている。
また，女性が一生の間に産む子ども数を表す合計
特殊出生率も，2013（平成 25）年は，1.43 と近年
微増傾向ではあるものの低い水準にとどまってい
る（内閣府，2015）。その背景として阿藤（1997）は，
1970 年代半ばから顕著になった女性の高学歴化，
雇用労働率の上昇，賃金水準の上昇という女性の
社会経済的地位の実態面での変化を上げ，その変
化を後追いする形で，1980 年代にそれにかかわ
る価値観の変化が急激に起きたと述べている。そ
の価値観の変化を表す一つとして，柏木（2001）
は，子どもを産む意味が，現代の夫婦にとっては，
心理的な満足でありきわめて個人的な事柄として
扱われるようになり，仕事を続けるも続けないも，
結婚するもしないも，子どもを持つも持たないも，
女性の生き方の必然ではなくなり，その選択には
光と影が伴うようになったと述べている。
　社会的にも，国際法および国連での合意に基
づいた女性の人権の一つとして，Reproductive・
Health ／ Rights（性と生殖に関する健康・権利）
という概念が，1995 年に北京で開催された第 4
回世界女性会議（北京会議）で採択され日本も批
准して現在に至っている。つまり「産む・産まな
いは女性の自己決定」という，性と生殖に関する
健康については，当事者である女性自らが自己決
定する権利であることを世界に発信した。一方，
柏木（1999a）は，子どもの存在がもたらす価値
を母親は世代を超えて高く認め，産みたい動機は
決して低くないと述べ，国立社会保障・人口問
題研究所が実施した「第 14 回出産動向基本調査
結婚と出産に関する全国調査」（2011 年）でも，

「理想の子どもの数」に比べて夫婦の実際に持つ
子どもの数は少なく，子どもを持ちたいが何らか
の理由でもてない状況にあることを示した。ま
た，体外受精による出生児数は，2004（平成 16）
年 18,168 人から 2010（平成 22）年 28,945 人と，
全出生児数に占める割合は，1.64 ～ 2.7％に増加

した。不妊治療の背景には，晩産化の進行があ
り，母親が 35 歳以上の出産の割合は，平成 11 年　
11.9％　平成 23 年 24.7％，母親が 40 歳以上の出
産の割合も，平成 11 年 1.3％，平成 23 年 3.6％と
上昇している（厚労省，2014）。2012 年 6 月に放
送された NHK スペシャル「産みたいのに産めな
い～卵子老化の衝撃～」は急増する不妊の背景に

「卵子の老化」があり，そこには女性の社会進出
が進む一方で妊娠・出産を考慮してこなかった社
会の姿がある，と結論付け，不妊に悩む多くの女
性が，治療を始めるまで卵子が老化する事実を知
らないでいたことを指摘している（NHK 取材班）。
山崎（2009）も，妊娠可能な年齢にある女性たち
は妊孕力の低下年齢について認識しておらず，35
～ 40 歳頃まで妊娠ができると認識している傾向
がみられたと報告している。
　本研究は，そういう社会背景の中で，現在，
出産や育児を経験中の女性が，どういう経緯で
現在に至り，どういう内面的な心理過程を経験
しているのか，ライフプランの背景にあるもの
とその意味を把握することによって，女性が，
結婚・妊娠・出産・育児という女性にとって重
要なライフイベントを，後悔しないで，希望を
叶えながら実現していけるように , 専門職として
どうアプローチすべきかの基礎資料を得たいと
考えたものである。

II．目的
　女性にとってのライフプランの背景にあるもの
と意味を明らかにする。

III．方法
１．研究デザイン：質的研究（半構成的面接）
　文化を背景にしている，結婚・妊娠・出産・育
児の現実的経験のプロセスや，内面的プロセスは，
量的研究では正確にとらえにくく，内側から観察
し，詳細に記述することが必要である。従って本
研究は，質的な因子探索型研究である。

2．研究対象
　B 地域在住で結婚・出産経験を経て，末子出産
から 1 歳頃までの時期にある女性で，子育て学習・
支援センターに来所され，研究への承諾の得られ
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た方 10 名。

3．データ収集に至る過程
　研究開始前の手続きとして，子育て学習・支援
センターの担当者に研究計画書を用いて直接説明
し同意を得た後，市長に依頼文を送付した。研究
協力者に対しては，子育て学習・支援センター来
所時に，集団対象に 10 分程度の説明の時間をい
ただき，研究の概略，倫理的配慮を説明し，協力
してくださる方を募集し，応募していただいた方
に，文書ならびに口頭で，調査の目的・意義，方法，
調査時に守るべきことを倫理基準に従って説明し
た。承諾が得られたら，対象者の予定に合わせて，
調査実施日の日時と場所を確認し依頼した。

4．研究協力者に対する倫理的配慮
　面接はプライバシーが保護できるよう子育て・
学習センター内に個室を準備し，子どもの安全を
確保し，母親が面接に集中できるよう母親の目の
届く範囲内に託児場所を設置し共同研究者が危険
が無いように付き添った。面接日当日，改めて研
究概要や倫理的配慮について説明し，書面による
同意を得た。面接は半構成面接とし，面接内容に
ついては，IC レコーダーに録音させていただき，
分析対象にすることを対象者に説明し了解を得て
実施した。その他の倫理的配慮に関する詳細は，
関西看護医療大学倫理審査委員会で承認された倫
理基準に従って実施した。

5．研究期間：平成 26 年 7 月 30 日～ 9 月 30 日

6．分析方法

表 1　領域分析ワークシート

　面接内容は逐語録を作成し，分析は Spradley
の「The ethnographic Interview」Making a 
Domain Analysis の手法を用いてデータ分析を

行った。Ethnography は質的に文化を記述する
研究方法であり，そこに住んでいる人のものの見
方や生活との関係を理解し，その人の世界につ
いてその人に見えるものを実現化することであ
る（Spradley，1979）としており，本研究の目的
は，妊娠・出産に関して日本や地域の文化と深い
関連があることから，本研究の目的と合致するも
とであると考えた。しかも初学者でも取り組める
ように，領域分析を行うステップが明示されてい
て（Spradley, J.P.，2010）大学院生でも手堅く分
析が行えると考えた。データ分析は，妥当性を高
めるために，母性看護・助産学分野の研究者にスー
パービジョンを受けた。

7．用語の定義
　分娩経験女性：分娩を経験した女性，妊娠・出
産回数及び分娩の正常・異常は問わない。
ライフプラン：社会や文化と切り離すことができ
ない「個人の主観的・現実的経験を通しての結婚
や出産に関する自己の計画や思い」であって「人
生設計」という広義で多面的な意味ではない。
　タイトルにある「意味」：「背景にあるもの」に
含まれる特定で具体的な事象や概念を説明する内
容

IV．結果
1．対象者の概要
表 2　対象者の属性

対象者 年齢 結婚年齢 対象者 年齢 結婚年齢 

A 24 歳 20 歳 F 26 歳 20 歳 

B 26 歳 22 歳 G 26 歳 25 歳 

C 37 歳 33 歳 H 34 歳 27 歳 

D 29 歳 26 歳 I 26 歳 19 歳 

E 30 歳 27 歳 J 41 歳 37 歳 

　年齢は，最少年齢 24 歳，最大年齢 41 歳，平均
年齢 29.9 歳である。結婚年齢は，19 歳～ 37 歳，
平均初婚年齢 25.6 歳であり，2013 年における全
国平均初婚年齢（夫，30.9 歳，妻，29.3 歳）に比
較して若い傾向を示した（内閣府，2015）。この
10 名の中で 3 名が妊娠先行型結婚であり，現在 4
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人に 1 人が妊娠先行型結婚という報告（厚生労働
省，2009）があることから，全国的な平均に近い
と考えられる。

2．�対象者が表現したライフプランの背景にあ
るものとその意味

　対象者が語った内容を分析した結果，ライフプ
ランの背景にあるものとその意味は，時系列で，
結婚前について語られた内容と結婚・妊娠・出産・
育児を経験してからの内容に分けられたので，こ
の大きな分類の中で説明する。

1）結婚前のライフプランの背景と意味に関わる
内容

表 3　結婚前のライフプランの背景と意味
テーマ サブテーマ

女性の個人的考えや事情

伝統的な結婚観・出産観へのとらわれ

子どもは欲しい

パートナーが主導する結婚や妊娠・出産

女性の社会進出に対する意識

自己の妊孕力の認識

決断せざるを得なかった予想外の妊娠

家族の理解とサポート

二者択一性のある仕事と結婚

B 地域の背景や文化

結婚や妊娠についてあいさつ代わりに周囲の人に言われる

跡取りという考えが残っている

結婚や出産年齢が若い B 地域の特性

生い立ちや環境

出生家族から受けた影響

友人や周囲からのプレッシャーや意見

不確かな情報に惑わされている

女性たち

限られた情報入手先

曖昧な情報内容

　結婚前について対象者が語った内容を分析した
結果，【女性の個人的考えや事情：表 3 に示す 8
つのサブテーマで構成】【地域の背景や文化：表
3 に示す 3 つのサブテーマで構成】【生い立ちや
環境：表 3 に示す 2 つのサブテーマで構成】【不
確かな情報に惑わされている女性たち：表 3 に示
す 2 つのサブテーマで構成】という 4 つのライフ
プランの背景にあるものと意味を表すテーマが分
析された。4 つのテーマごとに，それぞれのサブ
テーマを，対象者の語りを，Data：「太字」とし
て示しながら説明する。原稿枚数の関係で，各テー

マをどう解釈してサブテーマにしたかの説明を省
略し，提示する Data 数は 1 ～ 2 事例に限定した。

【テーマ 1：女性の個人的考えや事情】
「サブテーマ①　伝統的な結婚観・出産観への
とらわれ」
　Data：「女性にとって結婚や出産ってするも
のって概念が強いじゃないですか。っていうのが
大きかったんですけど」

「結婚の前にどっちかって言うたらその…，個人
的に遊びたいとか，旅行行ったりとか，好きに自
由にしておきたいからっていう部分が多かったで
すね。結婚してからは，妊娠の前に遊び倒したっ
ていうか，悔いがないようにって感じで…」

「サブテーマ②　子どもは欲しい」
　Data：「すごい子ども好き派ではないんですけど，
やっぱり子どもは欲しいってのはありましたね」

「サブテーマ③　パートナーが主導する結婚や妊
娠・出産」
　Data：「（結婚を決めたきっかけは）やっぱり，
一緒になってほしいって言われたのですかね」「旦
那の方の職業がつかなかったもので，それを待っ
て 27 になったって感じですかね」

「サブテーマ④　女性の社会進出に対する意識」
Data：「女性も社会進出するようになって，女の
人は家事をして子どもを産んでっていう時代じゃ
ないんですよね。友達でもやっぱり専業主婦って
いう人はあまりいなくって」

「サブテーマ⑤　自己の妊孕力の認識」
　Data：「もともと生理不順でできにくいんちゃ
うかなっていう気持ちがあったので，できるだけ
こういうことに関しては不妊治療ではなく自然な
形を取りたかったので旦那と話をしたことがあり
ましたね」

「サブテーマ⑥　決断せざるを得なかった予想外
の妊娠」
　Data：「第 1 子の時は正直 20 歳のときで，自分
が学生やって，その時に出会った人ととの間で，
まぁ子どもが先にできちゃって…今で言うでき
ちゃった婚やけど…まぁ子どもができたからとい
うか…何て言うんやろ…」

「サブテーマ⑦　家族の理解とサポート」
　Data：「子どもができて結婚ってなって，お互
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い学生やし，子育てできるような経済的にも余裕
もなかったし，主人も当時まだ働いてへんし，親
には迷惑をかけるだろうなってわかってたけど，
どっちの親も了承してくれたから今があるんか
なって」

「サブテーマ⑧　二者択一性のある仕事と結婚」
　Data：「付き合って 3 年目に結婚してって言わ
れたんですけど，私がまだ仕事でどたばたしてい
る時で，折角言ってもらってるんで，その言葉に
甘えるために 2 年待ってって言って，2 年の間に
仕事に全部けりをつけてそれで結婚したのが 25
歳の時」「仕事に対して熱い気持ちがあったので，
結婚しないでもう仕事だけで生きていきたいな
あって気持ちがありましたね」

【テーマ 2：B 地域の背景や文化】
「サブテーマ①　結婚や妊娠について挨拶代わり
に周囲の人に言われる」
　Data：「やっぱり田舎だと結婚して 1 年子どもが
いないと聞かれますからね。挨拶代りに。結婚も
出産もまわりが言うてくることが多いのかなって」

「サブテーマ②　跡取りという考えが残っている」
　Data：「相手も長男だったんで，私も女姉妹で
跡取りいなくて，姉が後取らない感じだったん
で，私が跡取ろうかなってずっと思ってたんです
けど，相手が長男やったんで，こう…嫁に行きた
くないけど，まぁ相手が長男やから仕方なくみた
いな感じで。その辺がちょっと大変だなっていう
のはありますね」

「サブテーマ③　結婚や出産年齢が若いという B
地域の特性」
　Data：「B 市の人って結婚とか早い人が多いじゃ
ないですか…それもあって」「特にこの B 市に来
て，出産率の高いこと。向こうにいてた時は働い
ていてもそんなに出産する周りの人いなかったん
ですけど，ここにきてから，出産する人を何人も
何人も働きながら見送る辛さが…人の出産を喜べ
ない辛さが，ほんとに辛かったので。」

【テーマ 3：生い立ちや環境】
「サブテーマ①　出生家族から受けた影響」
　Data：「ライフプランは…まぁ 3 人…，自分も
旦那も兄弟がいて一人っ子っていうのがちょっと

かわいそうやなって思ってたし，気持ちはわから
へんから，やっぱ兄弟っておった方がええかなっ
て」「あのーまぁ，見本じゃないんですけど，私
の母がだいたい 22 ～ 23 で子供を産んでたので 1
つの目安ですね」

「サブテーマ②　友人や周囲からのプレッシャー
や意見」
　Data：「周りも結婚し始めたし，やっぱり周り
にも言われたりもして」「周りに結婚している友
達とかもいてたので…10 代で結婚してる友達も
結構いてたので，早く結婚するのも素敵やなと
思ってた」

【テーマ 4：不確かな情報に惑わされている女性
たち】

「サブテーマ①　限られた情報入手先」
　Data：「ほとんど自分でしたね，ネットとか本
とかで調べたりしましたね」「インターネットと
か雑誌で」

「サブテーマ②　曖昧な情報内容」
　Data：「やっぱり「妊すぐ」とかすぐ買って，
妊娠初期に摂った方がいい栄養素とか，そういう
のとか，基本的な情報は集めましたけど」「高校
のときは家庭科で出産とか幼児教育みたいな勉強
がありました。その先生が妊娠していた時の話と
か授業でしてくれたのとか覚えてます」

2）結婚・妊娠・出産を経験してみた後のライフ
プランの背景とその意味に関わる内容
　結婚・妊娠・出産を経験してみた結果をもとに
対象者が語った内容を分析した結果，【未知の体
験としての結婚・妊娠・出産は，予想通りにはい
かない体験：表 4 に示す 7 つのサブテーマ】【結
婚生活の現実は甘くない：表 4 に示す 3 つのサブ
テーマ】【家庭生活と仕事の両立への葛藤：表 4
に示す 4 つのサブテーマ】【育児の重みと子ども
への思い：表 4 に示す 6 つのサブテーマ】【自分
が選んだ人生に折り合いをつける：表 4 に示す 3
つのサブテーマ】【新たな発見：表 4 に示す 4 つ
のサブテーマ】【結婚・妊娠・出産を経験したこ
とでのライフプランへの認識：表 4 に示す 4 つの
サブテーマ】の 7 つのライフプランの背景にある
ものと意味を表すテーマが分析された。
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表 4　結婚・妊娠・出産を経験してみた後のラ
イフプランの背景と意味

【テーマ 1：未知の体験としての結婚・妊娠・出
産は，予想通りにはいかない体験】

「サブテーマ①　結婚・出産の時期はタイミング
である」
　Data：「周りも結婚してるってのもあったし，やっ
ぱりタイミングって言うんですかね。ほんまちょっ
と前だったら本当に結婚する気は全然なかったん
で。丁度タイミングがあったみたいな感じで」

「サブテーマ②　新しい環境での結婚生活への不安」
　Data： 「慣れてない土地に行くので，その土地
に慣れるのかもですし，旦那の親とも仲良くやっ
ていけるかどうかっていうのもあったし」「結婚
は知らない土地に来るので不安はあったし，子ど
もも育てれるかって」

「サブテーマ③　結婚は思ったものと違ったが，
出産は想像通り」
　Data：「結婚は思ったのと違ったけど，出産は
…って感じですね」「私が理想に思ってた結婚生
活っていうのはまぁ，旦那は働きに行って私は家
の事をするんですけど，たまには家を手伝ってく
れたらいいなぁと思ってたんですけど，実際は疲
れてるし，帰りも遅いんで」

「サブテーマ④　お腹が大きくなることで実感し
た母性」
　Data：「若いときはまだええやとか，思ってた
けど，やっぱりできて，自分のお腹に子どもがお
るってなったらやっぱり…ちょっと気持ちが変
わった」「お腹が大きくなってくるのに，だんだ
ん楽しみっていうのができてきて」

「サブテーマ⑤　経験を通して実感した妊娠期の
しんどさ」
　Data：「出産ってその…産むときの怖さしか聞
いてなかったんで，10 か月間のつわりのしんど
さとか…全然知らなかったんで…こう…産むだけ
じゃなくてそれまでがしんどいなぁっていうのが
あって」

「サブテーマ⑥　授かってくれたという思い」
　Data：「不妊治療っていうのは最近多いので，
やっぱり，こうやってできてくれるのってホント
に幸せな事やなって」「まぁ授かってくれたなっ
てみたいには思ってます」

「サブテーマ⑦　産める性のはずと思っていた自分」
　Data：「全然できなかったんですよ。2 年経っ
たら不妊って言う定義が張られるので，2 年でき
ひんかったら治療考えなあかんかなって思ってた
んですけど。まぁ 3 年まで頑張ったんですけど，
やっぱりできなくて，何か原因があるのかもしれ
へんねっていうことで 3 年目から治療に通い始め
たんですよね」

【テーマ 2：結婚生活の現実は甘くない】
「サブテーマ①　自分が自由に使えるお金も不自
由で育児にもお金がかかる結婚生活」
　Data：「現実問題やっぱり，私は学生で，就職
せずに結婚して大変だったと思うのは経済だった
んですね。結婚して妊娠中，今もそうなんですけ
ど，仕事してないと自分の自由なお金が無いから，
旦那の収入でちょっと遊びとか友達とランチに行
くとか，自分の貯金があれば良かったってなあっ
てはすごく思います」「結婚して考えるようになっ
たことは，あのーお金もいるなあって。」

「サブテーマ②　自分個人の生活が制限される。
結婚生活」
　Data：「結婚前は自分の生活もあるけど，結婚
したらね，自分の時間はあるけど限られてるし，
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子どもの方に取られてしまうし」
「サブテーマ③　相手の悪いところも隠せず見え
てくる結婚生活」
　Data：「結婚は，付き合っている時と比べたら，
相手のいいとこ悪いとこがよくわかるようになる
というか，隠していたところも隠せなくなって悪
いとこも見えてくる」

【テーマ 3：家庭生活と仕事の両立との間での葛藤】
「サブテーマ①　育児休暇による不利益」
　Data：「家を建てようかなと思っても，妊娠出
産によってお給料とかも変わってくるし，旦那が
自営業でローンが借りれないので，私が借りるっ
てなった時に育児休暇中は借りれないんですね。
年収とかが低くて審査が通りにくいので」

「サブテーマ②　仕事復帰をしたくてもできない
現状」
　Data：「病院関係みたいな，会社に併設してい
るって言うか，そんなんやったら復帰しやすい環
境なんやろなとは思います。いま保育所預けるこ
ととか経済的なことを考えたらやっぱり無理で
…」「どのタイミングで（仕事）復帰しようかなっ
ていう…あとは保育所のことですかね，そんなん
いろいろ…（仕事）復帰するのに復帰したらした
で，またあの会社の方が人の配置であったりとか
で面倒なことになるんやったら，続けて休んだ
方が会社にも自分の負担にもならへんのかなって
思ったり」

「サブテーマ③　仕事よりも結婚を選んだことに
よる割り切れない思い」
　Data：「いままでの人生を振り返ってみて，やっ
ぱり，仕事のことが一番ですかね，仕事してた方
が良かったかなぁとか，あの時子どもが出来てな
かったらどうなってたかなぁとか，仕事している
自分を想像したりはすごい考えます」

「サブテーマ④　仕事をしたくても育児に重みを
置かざるを得ない現状に未練と諦め」
　Data：「やっぱりお母さんがおれへんというの
が子どもにとっては不安感を与えるんじゃないか
というのがすごくあるので，そこはやっぱり自分
が働きたいという気持ちは制限していかなければ
ならないんだなと。本当は仕事的にフルで復帰し
て，前のように働きたいんですけど。でもこうやっ

て年取ってフルで復帰するなんて到底…。自分が
存分に働けないってのはつらいですね」

【テーマ 4：育児の重みとこどもへの思い】
「サブテーマ①　思い通りにいかない育児」
　Data：「何もかも思い通りにならない。自分の
こう…1 日スケジュールしようとしていることが
全くできないことが苦痛で，今までこう…自分で
こうしようと思ってできとったことが，もう本当
に…夜ご飯一つ作るのが朝 9 時から始めてやっと
夕方の 6 時にできあがるような…状態が続いて。
掃除も何もかも追いつかないところが…こんなに
も自由がきかへんのかっていうのが」

「サブテーマ②　心配事や不安，難しさの中でも
感じる育児の楽しさ」
　Data：「育児は難しいし大変っていうのはある
んですけど，楽しいっていうことが一番ですかね」

「生まれて 2 か月はそれこそ無理って思ってたん
ですけど，やっぱり，日々成長するのを見ていて，
だんだん楽しくなってきて。」

「サブテーマ③　ライフプランを変更してでも納
得がいくまでしたい家庭保育」
　Data：「仕事してるときは 1 年の育休でと思っ
てたんですけど，自分の心の中では産む前から…。
やっぱり産んだら自分でみときたいなっていうの
があって」

「サブテーマ④　女性の中で変化した子どもの存在」
　Data：「出産したら，自分よりも娘が中心にな
るので自分の事は後回しでも子どもの事子どもの
事ってなる」「やっぱりそれなりに自分の時間も
作れてたんで。でも，もう今からは子どものため
に時間はあげようっていう考えになりましたね。」

「サブテーマ⑤　結婚は途中でやめられるが，育
児は一生」
　Data：「結婚はね，別に…途中でやめることと
かできるけど，子育ては一生心配して生きていか
なあかんので」

「サブテーマ⑥　女性の育児を支える友人や子育
て広場」
　Data：「こっちに友達はいてます。その人たち
がたまに遊びに来てくれて，ストレス発散には
なってますね。いまはこの子育て広場が本当に支
えになっていますね」
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【テーマ 5：自分が選んだ人生に折り合いをつける】
「サブテーマ①　自分の時間が作れないが，それ
は結婚の宿命であるという受け止め」
　Data：「やっぱり，自分の時間が作れないのが
ちょっとしんどいなって思う時もあるけど，仕方
ないというか…まぁそれが結婚した性なのかなっ
ていうか…」

「サブテーマ②　自分の人生の選択に後悔はして
いないという認識」
　Data：「でも，まぁ 20 歳で子供が出来て…，まぁ
その時の考えは甘かったけど，自分らも，相手も
考えが軽かったかもしれないけど，振り返ったら，
周りの子も結婚して，やっぱり早く子どもできて
早く母親になれたってことは自分にとったら，プ
ラスというか，このままずっと子どもおらんと独
身やったら今の自分はなかったし…」

「サブテーマ③　100％の満足ではないが，良かっ
たと思っている結婚」
　Data：「理想はやっぱり結婚してから妊娠して，
出産っていう，あれが理想。でも，順番が逆でも
今は幸せ。周りからみたらできちゃったとかって
見られるけど。結婚しても子どもできないかもし
れらんし」

【テーマ 6：新たな発見】
「サブテーマ①　出産によって強くなった自分」
　Data：「昔はちょっとしたことでも泣くタイプ
やったんですけど，今は強くなったって主人とか
には言われるんですけど，泣かなくなったかな…」

「サブテーマ②　出産によって改善した夫婦関係」
　Data：「子どもができてからは調子どう？と
かって話してくれるようになって，二人の会話が
増えたかなぁ。できるまではね，お互いあんまり
話さんかったんですよ」

「サブテーマ③　出産によって考えるようになっ
た子どもの成長や親の老後，自分たちの老後」
　Data：「20 歳で産んだからお兄ちゃんが 20 歳
になれば 40 歳になるし，ちょっと早めの老後を
…じゃないけど，そんな感じかな。若いときにそ
んなに遊べらんかったから」

「親は年をとっていくし…子どもはその分手は離
れるのかもしれないけど，男の子 2 人やし，これ
から，小学校に入ってとか」

「サブテーマ④　出産によって実感した夫や親の
サポートの重要性」
　Data：「うち旦那さんがすごい協力的なんです
よ。なので，やっぱり旦那さんが協力的で一緒に
育ててくれてるから自分の負担もすごい少なく
て，もう 1 人って思えるのかも」

「旦那のお義父さんもお義母さんも女の子が初め
てなので，すごい喜んでくれて，いつも遊んでく
れたりとかでかけるのに連れて行ってくれたりす
るので，有難いです」

【テーマ 7：結婚・妊娠・出産を経験したことで
のライフプランへの認識】

「サブテーマ①　ライフプランの重要性」
　Data：「ライフプランは絶対あった方がいいと
思う。やっぱり計画は必要かな」「それはすごい
素敵な事やなと思いますね。それがないとなかな
か，今後の自分の成長というか，そういうものが
伴っていかないというか」

「サブテーマ②　ライフプランを持つことによる
焦りやプレッシャー」
　Data：「計画すると焦る場合とかもあるから，
そんな時はどうなるのかなって自分の場合は思
う」「ライフプランを持ったところで，その通り
にするにもしんどいし，なるようにしかならんっ
ていう考えが元々あって」

「サブテーマ③　ライフプランは修正しながら新
しいライフプランを持つ」
　Data：「ライフプランを持つことは，考えさせ
られるんでいいとは思うんですけど，実際とは観
点が違うんで」「一応夫婦では 3 人欲しいねって
いう話をしてて，最終的に 3 人は欲しいんですけ
ど，そのとき考えようとか，話しています」

「サブテーマ④　ライフプランには正しい知識も
必要である」
　Data：「10 代で知るんやったら…。産めないと
きとかのリスク…例えば中絶するときのリスクも
そうやし…仮に産むとしても，その時にお金がい
る話とかも，知ってたほうが，心に刺さると思い
ます。道徳的なとこもやけど，リアルなことを言
わんとというか」
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V．考察
１．�結婚前について語られたライフプランの背
景と意味に関わる内容

　まず，結婚前について対象者が語った内容から
は，【女性の個人的考えや事情】【地域の背景や文化】

【生い立ちや環境】【不確かな情報に惑わされる女
性たち】の 4 つのテーマによってライフプランの
背景にあるものが，また各テーマごとに意味を表
すと考えられる 2 ～ 4 個のサブテーマが分析され，
これらは対象者がライフプランを考えるときに考
慮する内容，あるいは影響している要因に当たる
内容であると考えられた。テーマごとに考察する。

1）女性の個人的考えや事情
　このテーマを構成するサブテーマから【女性の
個人的考えや事情】を説明する意味を中心に考察
する。一つ目の意味は，心理的・物理的に独立の
個人的価値空間を求める「個人化の進行」と一方
で「夫は仕事，妻は家庭」という古典的な性別役
割分業の意識がいまだに女性たちの心の中に根強
く残っているということであった。柘植（1996）が，
わが国においては結婚したら子どもを産むことは
当然であり，従来の家族制の下では跡継ぎや扶養
のためであり，子どもがいて当たり前という家族
観があり，いまも社会的圧力として存在すると述
べているように，いくら個人化が進んだとしても，
結婚はするもの，そして結婚したら，いままでの
自由な生活は捨てて家庭生活中心にすごすものと
いう考えが残っていることを示していると考えら
れる。また，二つ目の意味は，1 人ででも子ども
は産みたいと決意する母親や，不妊を乗り越えて
母になる人へのインタビュー結果がまとめられて
話題を呼んだ「子どもだけは生みたい症候群」（古
沢，1996），女性はとにかく，「子どもだけは欲し
い」傾向を示している（柏木，1999b）などの指
摘があるが，本研究の結果もそれを裏付けている
と考えられる。三つ目の意味は，「できちゃった
婚」による予想外の事情である。本研究において，

「決断をせざるを得なかった予想外の妊娠」の事
例が 3 例あり，このいわゆる「できちゃった婚」
は，2002 年に発表された人口動態統計特殊報告

（厚労省，2002）の中で 26.3％であり，10 代では
81.7％，20 ～ 24 歳でも 58.3％と半数を超えてい

ることを報告していて，「できちゃった婚」は，
社会一般の通常の妊娠形態になっていると言える
のではないだろうか。今後，少子社会においてこ
れは前提と考えて，その支援策を講じて，無事に
出産を迎えることができるようにすることは重要
な課題であると思われる。本研究対象者は，出来
ちゃった婚であっても，家族の理解とサポートに
よって，家庭生活を維持し，一定の満足が得られ
る経験になっていることが示された。四つ目の意
味は「二者択一性のある仕事と結婚」であった。
対象者は，結婚するなら退職する，結婚しないな
ら仕事で生きるという二者択一の人生を考えてお
り，キャリアを築くことに熱心ではない傾向も見
て取れる。田和（2012）も，女性の出世意欲が低
い背景について，まだ根強い伝統的な性別役割意
識があることを指摘している。この仕事と結婚は，
結婚後の中でも考察するが，女性のライフプラン
にとって重要な要素であることが明確になってい
る。沢山ら（2007）は，このような現象を，「い
くら女性の社会進出が進んだとはいえ，男性のフ
ルタイム雇用を柱とする日本型雇用慣行が企業に
根を下ろしている現実の中で，女性の労働市場へ
の進出は 2 通りの形をとって進み，一つは未婚で
働くという状態の長期化，もう一つは結婚して一
旦仕事を辞めた後，主婦の「パート」として復帰
する形態」について説明している。

2）B 地域の背景や文化
　「結婚や妊娠について挨拶代わりに周囲の人に
言われる」「跡取りという考えが残っている」と
いう「B 地域の背景や文化」の意味を表す 2 つの
サブテーマは，高度経済成長を支えてきた家事育
児と女性を結びつける強力なイデオロギーが，現
在も，その時代を生きた世代の人たちにはしっか
り浸透しており，そういう地域社会に生きる私た
ち自身をも縛っていることを表していると思われ
る。この背景には，明治政府が，民法で規定した

「家」は，先祖代々ずっと維持されていかなけれ
ばならない，「家あっての個人」という考え方を
示し，現在も残っている戸籍制度の下で，法制度
上では，家制度と決別したものの，「家」的な考
え方は根強く残り続けている」と沢山ら（2007）
が説明していることに他ならないであろう。
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　「結婚や出産年齢が若いという B 地域の特性」
に関しては，北村（2009）は農村部よりも都市部
で晩婚化が進んでいるとし，さらに，核家族の
割合が低い地域では結婚に対する家族からのプ
レッシャーや家族内での団結意識などが強いた
め，結婚の地域格差があると報告しており，地
域の特徴が女性のライフプランに影響している
ことが伺える。

3）生い立ちや環境
　片山（1996）は「母性」は妊娠した，あるいは
出産した瞬間から芽生えるものものではなく，親
となる前の時期からすでに，子どもをみて可愛い
と感じたり，世話をし，保護しようとする傾向が
存在すると述べていることからも，テーマであ
る「生い立ちや環境」が女性のライフプランにも
影響していることが伺える。この意味を表すサブ
テーマとして上がった「友人や周囲からのプレッ
シャーや意見」に関して石野（2009）も結婚した
い理由として「現在の両親の記憶」に加え，「友
人との会話」から影響を受けているとし，結婚に
ついて周囲のよい面もよくない面も取り入れなが
ら，将来について考えているようであるとしてい
ることを指摘している。

4）不確かな情報に惑わされている女性たち
　多くの女性が得ている情報はインターネットや
雑誌，テレビ，友人などからの不確かな情報のみ
であった。及川（2013）も出産育児にむけた準備
に一番役立った情報源として「友人」「マタニティ
雑誌・育児書」「兄弟姉妹」「看護師・助産師」を
上げており，現状を表しているものと思われる。
在本（2010）は未婚女性の生殖の知識とライフプ
ランとの間には関連が認められたとしている。し
かし，多くの女性が性教育の授業は覚えていない
とのことなどから，今後，女性のニーズに合わせ
た本当に役立つ情報提供のあり方を検討していく
必要があると考える。

2．�結婚・妊娠・出産を経験してみた後のライ
フプランの背景と意味に関わる内容

　次に，結婚・妊娠・出産を経験してみた結果を
もとに対象者が語った内容からは，【未知の体験

としての結婚・妊娠・出産は，予想通りにはいか
ない体験】【結婚生活の現実は甘くない】【家庭生
活と仕事との両立の間での葛藤】【育児の重みと
子どもへの思い】【自分が選んだ人生に折り合い
をつける】【新たな発見】【結婚・妊娠・出産を経
験したことでのライフプランへの認識】のライフ
プランの背景にあるものを表す 7 つのテーマと意
味を表すサブテーマが分析された。これらは，現
実に体験してみた結果の貴重なデータである。結
婚前に語った内容と重なった内容としては，「個
人化」と「性別役割分業意識」の狭間で，揺れ動
く母親になった女性たちの気持ちの表明と経験し
てみて改めて実感する実生活の大変さであった。
一方，こどもをもつことの充実感，葛藤や苦労，
すべて満足ではないけれども，自分の人生，まず
はこんなものかと折り合いをつける気持ち，成長
していく自分に対する新たな発見などのカテゴ
リーが明らかになった。テーマごとに考察する。

1）未知の体験としての結婚・妊娠・出産は，予
想通りにはいかない体験
　結婚・妊娠は，計画だけでなく，パートナーと
の出会いや，丁度きりのいい時期のようなタイミ
ングで生じるということはその通りかもしれない
と感じるが，田和（2012）は，「将来，今考えた
ライフプランは変わるかもしれない。いや変わる
であろう。今から人生のすべてを決められないか
らである。ただ，悔いのないライフプランニング
は，各状況に対して行う「ベストな選択」の積み
重ねである。自分がどうしたいかを考え，諸条件
を判断し，あらゆる選択肢を考え，それぞれをシュ
ミレーションしてベストだと思う選択をする。そ
の練習を早い時期から繰り返しておくことが大切
なのである」と述べている。また，核家族の中で
育った女性たちは，結婚や出産に対する知識をほ
とんど持っていない。柏木（2001）は，「妊婦に
はなったけど…」というタイトルで，「妊娠・出
産を目前に控えたプレママの，これから自分の身
に何が起こるのかを予め知っておきたい。できる
だけ，自分と近い女性の体験を通して」と述べて
いる。集団指導のような形を大事にする保健指導
ではなく，妊娠・出産・育児を実際に経験した先
輩から，現実的・実感のある意見を聞くような機
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会が大切だと思われる。また，女性として結婚す
れば当然のように，妊娠・出産に至ると思ってい
たが，不妊により子どもができず，葛藤した様子
が伺えた。平成 23 年度における特定不妊治療助
成事業における助成対象者延べ件数は 112642 件，
実人員数 68261，一人当たり平均助成件数 1.65 回

（厚労省，2013）で，予想外の不妊による多くの
女性の心身の負担，社会の負う経済的負担の増大
が浮き彫りになっている。女性に対する早いうち
からの不妊に関する正しい知識の啓蒙は今後もっ
と重要になってくると考えられる。

2）結婚生活の現実は甘くない
　多くの女性が夢見る結婚生活の現実は，制約の
多い，思い通りにいかないものであることが垣間
見えてくる。個人化が進んだ現在の社会で，こう
いう状態を想像できる人たちが結婚を選ばない状
況を生み出している可能性もある。田和（2012）は，
ワーキングマザーは時間のやりくりは大変だが，
家庭生活や子育てがすべてではなく，精神的なバ
ランスがとれていると述べている。「仕事」「家庭」

「子育て」をバランスよく両立させるためのライ
フプランを立てて「人生設計」する必要があるの
ではないだろうか。国立社会保障・人口問題研究
所（2007）で，女性の大多数（90.1％）は，いず
れ結婚するつもりと回答し，この意識は継続して
いると説明されている。また田和（2012）も，女
性が自己実現していくにはハードルが高い中で，
女性がキャリアを重ねていくことに対して希望を
もちにくい状況になっている。このような将来に
対する先の見えない不安感の中で，「専業主婦」
という選択が若い女性にとって魅力的に映ると述
べている。安易に結婚を選ぶのではなく，自分の
人生設計をきちんとした上で，さまざまな局面
に向かっていくことが重要であろう。

3）家庭生活と仕事の両立の困難性
　4 つのサブテーマから，【家庭生活と仕事の両
立の困難性】というライフプランの背景にあるも
のの意味として自分自身の自己実現との間で揺
れている女性像を汲み取ることができる。沢山ら

（2007）は，女性が社会進出するようになったと
はいっても，「夫は仕事，妻は家庭」という古典

的な性別役割分業が変容し，「夫は仕事，妻は仕
事，家事」というさらに重複的な役割を担うよう
になり，夫婦の役割関係の相補性に破綻が生じ，
なかなか，新たな相補的関係を生み出せないで，
さまざまな問題が生じていると述べている。田和

（2012）は，経済的に自立した女性になっておけば，
結婚相手も社会的地位や収入重視で選ぶ必要はな
くなるのである。素敵なパートナーに出会ったと
きに，二人合わせての世帯収入が高くなり家庭で
の発言権もある。もしパートナーと合わなくなっ
たら離婚して新たなスタートもできると，ライフ
プランで女性の自立をすすめているが，それを支
えられる社会の仕組みの実現は，喫緊の課題であ
ると思われる。

4）育児の重みと子どもへの思い
　6 つのサブテーマより【育児の重みと子どもへ
の思い】というライフプランの背景にあるものの
意味を考察すると，育児を経験し，育児不安やス
トレスなど「育児の負担」を感じる一方で，育児
の素晴らしさを再認識している女性の思いを感じ
ることができる。牧野（1982）は育児不安とは無
力感や疲労感あるいは育児意欲の低下などの生理
的現象を伴って，ある期間持続している情緒の状
態を指すとしており，多くの母親が育児不安を感
じている。また，鈴木（2009）は，母親は試行錯
誤する育児の中で，子供の成長を実感することか
ら，自分自身の成長と母親であることを認識する
ようになるとしており，今回のインタビューでも
同じような結果が見出された。また，柏木ら（2001）
が，「現在の社会は，家事のほとんどが機械化・
省力化されたにもかかわらず，育児負担が重く
なっていると言われる。日本の母親は，他の国の
母親に比べて子育てに対する肯定的な感情と否定
的な感情の両方を持っているということがわかっ
ている。つまり子育てに楽しみや生きがいを感じ
る一方でつらく苦労が多いと感じておりそれは日
本の伝統的な性別役割感で，家事と育児だけをす
るために家庭に閉じこもってしまった結果だと述
べており，今回も同様の結果を見出した。
　「ライフプランを変更してでも納得がいくまで
したい家庭保育」「女性の中で変化した子供の存
在」「結婚は途中でやめられるが，育児は一生」
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というサブテーマは，対象者が，経験を通して，
育児の重要性や子どもの価値を実感しているこ
とを表している。上野ら（2010）は「子どもは 3
歳までは常時家庭において母親の手で育てない
と，子どものその後の成長に悪影響を及ぼす」と
いう“三歳児神話”は 1960 年代に広まった」，と
しており，現代の女性の中にもいまだに残って
いることも考えられる。しかし，原口ら（2005）
は，母親たちは“子育てをしたい”と同時に“自
分の生き方を大切にしたい”という葛藤が生じる
傾向が強いとし，女性はいまだに残る三歳児神話
や子育てがしたいという思いと，働きたいという
アイデンティティの間で葛藤していることが示唆
された。「女性の育児を支える友人や子育て広場」
について，難波（2001）は育児サークル入会後
84.2％の母親が「不安感・負担感が軽減した」と
しており，阿部（2007）は地域活動・学習活動参
加のために外出する頻度が多いほど育児不安は弱
くなる傾向があるとし，育児の共有は情報交換の
場として有意義であるとしていることからも現代
の母親たちにとって子育て広場の重要性が高まっ
ていることが伺える。さらに宮本ら（2000）は，
友達の存在が母親の育児不安に影響していると
し，「何でも話し合える友達」がいない母親は育
児不安が高いと報告していることから，医療者と
して妊娠期の母親学級や育児サークルなどでの
仲間作りの場の提供することが重要であると考
える。

5）自分が選んだ人生に折り合いをつける
　3 つのサブテーマより，今まで自分が選んで経
験してきた道は，100％満足ではないけれども，
良かったのではないかという，「自分の人生に折
り合いをつける」心境を表していると考えられた。
小野田（2013）は育児生活が長くなっていくにつ
れて，育児生活に慣れていくことで気持に余裕が
生まれ，気持の中で折り合いをつけていったり，
実際にギャップを埋めるための行動に移していっ
たりすることでギャップが小さくなっていくので
はないかとしており，女性は結婚や出産後，様々
なプロセスを経て，受容し，気持ちの折り合いを
つけているのではないかと考える。さらに，高井

（2011）は，大学生及びその他の男女 1695 名に対

するポジティブに生きる態度の調査で，「人生を
前向きに生きている人の記述を通し，“どうにも
ならないことへの諦めや割り切り”，“あるいはあ
きらめるしか仕方がないから”といった諦めや割
り切りによって，新たな内的世界が開け，今まで
気づかなかったことに気づき，「生き辛さ」から「生
きやすさ」へと転じている。ポジティブに生きて
いく態度には，「あきらめ，折り合い」の視点も
重要で，不可能なこと，どうしようもないことに，
心の整理を早くつけ，次なるステップに踏み出し
ていこうとする力もポジティブに生きていくには
大切な力になっている」と述べている。本対象者
にも同じような心境が伺えた。

6）新たな発見
　親となることでどのような事が変わるのかとい
う柏木他（2001）の調査で，「柔軟さ」「自己抑制」「視
野の広がり」「運命・信仰・伝統の受容」「生きが
い・存在感」「自己の強さ」を上げている。今回
の結果も広い意味でその範疇に入るのではないか
と思われる。
　「出産によって実感した夫や親のサポートの重
要性」について中山（2001）は妻がどのようなラ
イフコースを選択するかには道連れである夫の意
識や理解が影響を及ぼすといえるとし，女性の語
りからも多くの女性が出産・育児，仕事復帰を機
に夫や家族のサポートを必要とし，重要としてい
ることが見出された。

7）結婚・妊娠・出産を経験したことでのライフ
プランへの認識
　「ライフプランの重要性」について宮本（2007）
は希望したライフコースを選択することができ
た母親が，希望したライフコースを歩んでいない
母親より，過去の受容が高く，現在の充実感も高
く，将来の希望も持てるという結果だったとし，
希望したライフコースを歩めた場合の方が，過去
の選択を納得し，充実した生活を送り，将来の見
通しも立てやすいと推察されるとしていることか
らも，ライフプランも持つことが重要であるとい
える。2007 年に NPO 法人 Fine と NPO 法人日本
不妊予防協会が合同で行ったインターネットによ
る不妊意識調査では，一般女性の生殖や不妊に対
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する知識の低さが示されている。在本（2010）は
生殖の知識とライフプランとの間には関連が認め
られたとし，女性が自己の性に対する意識や価値
の認識を深め，正しい知識や適切な情報のもと，
産む，産まないを自律的に選択できることが必要
であるとしていることからも，女性自身が生殖に
関する正しい知識を持つことが必要であると考え
る。中山（2001）は結婚・出産を機にライフコー
スを変更する例が多いとしており，女性の語りか
らも結婚や出産は予想通りには行かないことも多
く，結婚や出産を機にライフプランを修正・変更
しているのではないかと考える。

VI．結論
　先行研究においてはライフプランに焦点を当て
た研究は少なく，社会学者を中心に「子どもを産
む意味」や「結婚観」のような形で行われてきた
量的研究がほとんどであった。
　今回の研究によって，女性自身が現実的に経験
してきた結婚・妊娠・出産・育児を通して内面化
された具体的で連続的なライフプランの背景にあ
るものと意味を表すプロセスが明らかになった。

1．�結婚前について語られたライフプランの背
景と意味に関わる内容

　結婚前について対象者が語った内容からは，【女
性の個人的考えや事情】【地域の背景や文化】【生
い立ちや環境】【不確かな情報に惑わされる女性
たち】の結婚前のライフプランの背景にあるもの
を表す 4 つのテーマと各テーマごとに 2 ～ 6 個の
テーマの具体的な事象や概念を説明するサブテー
マが分析され，これらは対象者がライフプランを
考えるときに考慮する内容，あるいは影響してい
る要因に当たる内容であると考えられた。まず【女
性の個人的考えや事情】については，主に社会学
者の研究によって，日本の独特の文化の中で，個
人化の進行が進んでも古い家族観に縛られる女性
の考え方の傾向が指摘されていたが，今回の研究
においてもそれは裏付けられ，女性たちが古い家
族観に縛られていることが改めて浮き彫りになっ
た。そのことが「二者択一性のある結婚」につな
がり，結婚を回避することにもなっていると思わ
れる。「決断せざるを得なかった予想外の妊娠」は，

今では普通の形態になりつつある「できちゃった
結婚」も家族や周囲の理解と支えによって，希望
のあるものになり得ることを明らかにしている。

【B 地域の背景や文化】も同じく，地域に残って
いる，家事育児と女性を結びつける強力なイデオ
ロギーが，現在も，その時代を生きた世代の人た
ちにはしっかり浸透しており，そういう地域社会
に生きる私たち自身をも縛っていることを明確に
した。今回の調査対象者の居住する地域が，農・
漁村を中心に形成される地方都市であり「結婚や
出産年齢が若い」という特性をもつことから，日
本全国にあてはめられるかどうかは明言できない
ものの，情報均一化が浸透する社会の中でこの地
域独特の地域特性とは言い切れないのではないか
とも考えられる。【生い立ちや環境】については
ライフプランとの関係で論じた論文は見当たらな
かったが今回ライフプランに影響していることが
伺える結果であった。【不確かな情報に惑わされ
ている女性たち】は，情報が溢れる社会に生きて
いても，本当に必要な情報は得られていない不確
かな社会環境の中で生活している女性の姿が明ら
かになった。個人化が進行するほど，女性が自分
の生き方を最良の条件で選択できるように，女性
のニーズに合わせた本当に役立つ情報提供のあり
方を検討していく必要がある。
2．�結婚・妊娠・出産を経験してみた後のライ
フプランの背景と意味に関わる内容

　結婚・妊娠・出産を経験してみた結果をもとに
対象者が語った内容からは，【未知の体験として
の結婚・妊娠・出産は，予想通りにはいかない体験】

【結婚生活の現実は甘くない】【家庭生活と仕事と
の両立の間での葛藤】【育児の重みと子どもへの思
い】【自分が選んだ人生に折り合いをつける】【新
たな発見】【結婚・妊娠・出産を経験したことでの
ライフプランへの認識】の 7 つのテーマと各テー
マごとに 3 ～ 7 個のテーマの具体的な事象や概念
を説明するサブテーマが分析された。
　【未知の体験としての結婚・妊娠・出産は，予
想通りにはいかない体験】ではできちゃった結婚
が普通の形態になっている中で，「結婚や妊娠・
出産は，計画というよりタイミングである」と
いうとらえ方，「経験を通して実感した妊娠期の
しんどさ」は，分娩については，各施設で行われ
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る指導によって理解が進んでいるものの，「妊娠」
については置き去りにしている現場の状況を如実
に表していると思われた。【現実は甘くない結婚
生活】は，多くの女性が夢見る結婚生活の現実が，
制約の多い，思い通りにいかないものであること
実感させられる経験であることを示した。希望を
持てる結婚生活を送るには，人生設計をきちんと
して臨むことが重要になってくると思われる。【家
庭生活と仕事の両立の間の困難性】は結婚前と同
様に，結婚後も，日本の文化圧力の中で，自分自
身の自己実現との間で揺れる女性像が浮き彫りに
なった。【育児の重みと子どもへの思い】につい
ては，育児を経験し，育児不安やストレスなど「育
児の負担」を感じる一方で，育児の素晴らしさを
再認識している女性の思いが現れていて，「ライ
フプランを変更してでも納得がいくまでしたい家
庭保育」「女性の中で変化した子供の存在」「結婚
は途中でやめられるが，育児は一生」などのサブ
テーマを通して，対象者が，経験を通して，育児
の重要性や子どもの価値を実感していることを表
している。「育児」は負担のつらさを超える価値
を女性にもたらすのだという結果は，実際に育児
の渦中にある女性たちが語った言葉として大きな
意味をもつと思われ，今回の研究の貴重な結果で
あると思われる。医療者は，女性がこういう価値
をより早く，実感できるように育児を楽しみと感
じられる環境を提供していく責任があると思われ
る。【自分が選んだ人生に折り合いをつける】は，
今まで自分が選んで経験してきた道は，100％満
足ではないけれども，良かったのではないかとい
う，「自分の人生に折り合いをつける」心境を表
していると考えられた。女性は結婚や出産後，様々
なプロセスを経て，自分が歩んだ過程を受容し，
気持ちの折り合いをつけているのではないかと考
える。そこには育児や家族生活の価値が作用して
いると同時に，一種のあきらめの心境によって，
不可能なこと，どうしようもないことに，心の整
理を早くつけ，次なるステップに踏み出していこ
うとする力になっている心境が窺えた。【新たな
発見】では，「出産によって実感した夫や親のサ
ポートの重要性」「出産によって改善した夫婦関
係」「出産によって考えるようになった子どもの
成長や親の老後，自分たちの老後」など，人間的

成熟を表すようなキーワードが見いだされた。結
婚や妊娠・出産の体験がもたらす果実と言えるか
もしれない。【結婚・妊娠・出産を経験したこと
でのライフプランへの認識】では，「ライフプラ
ンの重要性」とともに「ライフプランを持つこと
による焦りやプレッシャー」「ライフプランは修正
しながら新しいライフプランを持つ」「ライフプラ
ンには正しい知識も必要である」などのライフプ
ランの本質を表すようなサブテーマが上がった。
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インタビューガイド
　今回のインタビューはお一人様 40 分程度を目
安としています。もう少し詳しくお話しを聞かせ
ていただきたいときは再度連絡をさせていただい
てもよろしいですか？
　以前お話しさせていただきましたように、イン
タビュー中，IC レコーダーの録音とメモをとら
せていただきますがよろしいでしょうか？
　ライフプランについてお話を聞かせていただき
たいと思っています。
　つきましては、今回質問の中でライフプランと
いう言葉が何度か出てくると思いますが，ライフ
プランとは「結婚や出産に関するご自身の計画」
という意味で使っていますのでよろしくお願いし
ます。
　では，これから質問させていただきますのであ
なたの考えをご自由にお話しください。

　まず，いくつかの質問について答えられる範囲
で構いませんので教えてください。

年齢 結婚年齢 今回の児は第何子か 出産年齢

　　歳 　　歳 第　　　子
第 1 子：
第 2 子以降：

1．あなたの人生において結婚することや妊娠し
赤ちゃんを産むことはどのような意味を持つので
しょうか？（あなたにとって結婚・出産とはどの
ようなものですか？）

（サブクエスチョン）
① ○○さんが結婚前に持っていたライフプランに

ついて何かありましたらお話ください。
　例）結婚の時期や子どもの人数，仕事の継続…
② ライフプランを考えたときや結婚・こどもを妊

娠して出産するとなったときに悩んだりしたこ
とがあればお話しください。

　例） いつ結婚しようかな，仕事はどうしようか
な，早く子供を産みたい…

2．あなたが結婚・妊娠・出産をするにあたり，
考慮したことまたはその決断に影響したと思われ
ることについてお話しください。
ご自分の中で，結婚や妊娠，出産について意識す
るようになったことについて自由にお話しくださ
い。例えば意識するようになった時期とか，理由

とか，中身とか。なんでも…。
（サブクエスチョン）
① 親戚や友人など，あなたの周りの人で，結婚や

妊娠に対する考えについて影響を受けたと思わ
れる方はどなたかいらっしゃいますか？その方
からどんな影響を受けたのでしょうか？

② 結婚や妊娠，出産について，自分がこうしたい
と思ったことと現実はどうだったのかについて
お話しください。例えば，時期のずれとか，な
ぜそうなったかとか，結果的にはどう思ってい
るかとか…。

③ 結婚や妊娠，出産について事前に知っていれば
よかったなあとか教えておいてほしかったなあ
と思われることがあればお話しください。

　例） 不妊症や妊娠時のリスク，高齢出産，少子
化について意識したことはありますか？

3．今回の面接の全体内容を通してもう少し話し
たいことや追加したいこと、感じていることなど
あったら何でもお話しください。
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